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はじめに

植民地期インドの社会経済史に関心を持つ者には

きわめて魅力的なタイトルである。実際，近年研究

が進むジュート工業史の成果 [Goswami 1991 ; 

Chakrabarty 1989] を吸収し，広範な史料収集に

インタビューを加え，インド賃労働史と労働のジェ

ンダー化の具体的プロセスを明らかにした手堅い実

証研究である。

まず，ジュート工業の位置づけを述べる。1854~

56年のクリミア戦争によって，すでに工場制製麻工

業の中心となっていたスコッ トランドのダンジーへ

のロシアからの亜麻の供給が途絶え，ベンガル地方

のジュートが代替物として重要になった。

ジュートは，弾力性にも耐久性にも欠け， 漂白が

難しく，吸湿性が高いため，衣料織物には適さず，

他の繊維より劣っていた。しかし，原料が多産， き

わめて安価で，かつ容易な紡績工程もあって， 1日

で原料から製品が完成する迅速性は，各種一次産品

の梱包用品として他の追随を許さない独特の長所と

なった。なかでも高温多湿な気候と河川の氾濫によ

る地力維持，安価で豊富な労働力を有する小農民経

営の存在という条件下でベンガル産ジュートは， 価

格において他の追随を許さず， 19世紀後半には栽培

が爆発的に拡大していった。

1855年，カルカッタ近郊で河川交通の要の地フー

『アジア経済』 XLII-1(2001.1) 

グリィ (Hooghly)河岸に最初のジュ ート 工場が

ヨーロッパ資本によって建設され，以後工場数は増

加した。19世紀末までには，ダンジーと競争し，オ

ーストラリア，ニュージーランド，アメリカ市場に

おいてベンガル産ジュートはトウモロコシ，ふすま，

羊毛，小麦などの梱包用の麻袋（ガニー）と してシ

ェアーの大半を奪った。アメリカ市場は， 1913年ま

でにカルカッタ産ジュート製品の40％を吸収した。

また，戦時期には土梃としてのジュート袋の莫大な

需要が生まれ，ジュート資本に未曾有の利益をもた

らした。梱包用麻袋は，世界市場で取引された一次

産品の増加に歩調を合わせて増加し，その約9割は

ベンガル産となった。ジュート作農民，ジュートエ

場労働者，仲買業者，工場経営者に至る膨大な人口

を支える「ジュート経済」はベンガル経済の基盤と

なり，ジュート工業は20世紀初頭には綿業と肩を並

ベ，インド最大の外貨獲得産業となった。1929年に

始まる世界大恐慌期にジュート価格は暴落したが，

ジュート資本は原料価格の引き下げと労賃カットを

通して利益を確保した。 しかし，長期化した不況期

には，小農民経営の困窮，解体による農村の不安定

化，頻発する労働争議は，独立を要求する民族運動

を加速することになった。

繊維工業の労働力構成は，一般的に女性および年

少労働者，不熟練および半熟練労働者の比率がきわ

めて裔い。女性労働者比は，全工業部門平均の 2倍

ほどであった。1931年でインドの繊維工業労働者中，

ジュート工業労働者は 7％であった。問屋制マニュ

ファクチュアおよび家内労働も含めての綿工業の労

働者は多数の女性労働者で構成され，綿工業全体の

75％を占めていた。インド繊維工業の女性労働者比

は40%（日本： 1930年64%）であり (ttl)，そのうち

ジュート工業労働者は， 1929年で最大数の34万人弱，

女性労働者比は19世紀後半で約15%,20世紀初頭で

20％強のピークに達し，以降29年の大恐慌まで15%

から16％台を推移し，以後は漸減，分離独立後の50

年で12％になる。

工業化初期の女性労働者の存在は，従順で労賃が

非常に安いこと，茶プランテーション労働者では特

に重視された労働力の再生産を受け持つこと，家計
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補助的であり低賃金で足ることから説明される。し

かし，著者はジュート工業女性労働者が少ないのは

何故かと設問する。女エが中核労働者であった日本

の機械制製糸業とは対照的であった。

I 内容の紹介

章の構成は以下のとおりで，章別に要約する。

はじめに

第 1章出稼，募集，労務管理

第2章 農地は耕されなくてもよいのか—~農村

経済における女性労働

第 3章 故郷を遠く離れて一~工場での女性労働

第4章母性，育児方法，出産手当法

第 5章 「一時婚」 —主婦，寡婦，売春婦

第6章 労働者階級の政治と女性の戦闘性

第 1章―ジュート工業における賃労働成立過程

は， （1)20世紀初頭までの工場周辺地域社会から排除

された労働力に依存した時期，（2）遠隔地からの男性

単身出稼労働供給の確立時期， （3)1929年世界大恐慌

期以降，に分けて考察されている。この時期区分の

下で出稼の形態の変化と出稼が女性労働に与える影

響が分析される。

まず，フーグリィ県でジュート工場が操業を始め，

近隣から貧農，生活困窮者，綿織物やジュート手織

業の織工などを労働者として雇用した。初期のジュ

ート女性労働者は，未亡人やさまざまな理由で家族

に見捨てられた女性で，農村では生活の術を全く失

ぃ，都市でしか生きられない存在であった。多くは

2~3マイルの距離から通う地域の女性労働者の比

率は今世紀初頭で最大となった。

工場が増えた1880年代後半には熟練エ不足に直面

した。しかし， ビハール，ウッタルプラデシュ，ォ

リッサ，アンドラプラデシュ北部などからの小卜1を越

えた流入労働者の次の 3つの流れによって， 20世紀

初頭にはカルカッタ労働市場は過剰に転換した。

(1)ビハールやベンガル西部から冬の初めに稲刈り

のためにベンガル東部にやってきて，その後鉄道や

道路工事などに携わり農繁期の夏の初めに故郷に帰

る季節出稼労働者。

(2)ウッタルプラデシュ，ビハール，中央州からイ

ギリスや他の外国で働く目的で斡旋人によってカル

カッタに集められ，船で海外へ送り出された契約労

働者。

(3)ベンガル北部やアッサムなどの茶園労働者。

ジュート工業はこうした 3つの労働移動の要に位

置したことにより，口入れ業者などの職業紹介機関

に依存せず安価な労働者を十分に確保しえた。

1880年代には，ジュート作柄の季節変動に加え，

冠婚葬祭などを理由とした欠勤や遅刻，熟練工化し

たベンガルの男性労働者による労働条件改善を求め

るストライキの頻発などに対処せざるをえなくなっ

た。ビハールやウッタルプラデシュ東部の奥地

(up-country)出身の労働者が好ましいと判断され，

1890年までにジュート労働者の約半数はこうした

人々に替わった。不熟練工であるベンガルの女性労

働者はかかる男性労働者に代替され， 20世紀初頭ま

でにベンガル女性の就労比率は低下した。これは，

ベンガルの男性が熟練工化し，賃金所得が増加した

ため家計補助的女性労働の必要性が薄れたこと，

1881年，初めて工場法により女性労働に対する規制

が強化されたことによる。1914年には奥地出身者の

流入は需要を超え，ジュート資本は伸縮自在な過剰

な労働者により労務管理を強化しうる基盤を得たの

である。

こうして家族を農村に残した男性単身出稼労働者

(unsettled settlers)の過剰なプールが出来あがり，

「男子一循環」 (maleand circular)型労働供給が

労働市場の基本構造をなした。季節出稼労働者は，

家族を農村に残し，再生産の費用を農村に委ね，劣

悪な労働環境に耐え，懸命に働き，雇用の増減にき

わめて柔軟に対応した。1~3カ月間の帰郷で精神

的紐帯を確かめ，低い農業所得補充のためにジュー

ト工場の低賃金労働に帰っていくのであった。また

不安定な就業と生活に対応するためにカルカッタに

おいてカースト，宗教，農村で築かれた関係が強化

された。

1930年代に ILOの影響下で労働条件改善のため

に立法化が進むが，工場を頻繁に替え，また病気に
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なれば帰郷するため，実効はきわめて限定されるこ

ととなった。ジュート工業の賃労働は，インフォー

マルセクターの不熟練労働と異なるところはなかっ

た。

第2章一ー地代支払いや負債返済のために送金す

る農村出稼労働の進展を背景に，減少した家族労働

を補って農作業から家事労働までにも従事せねばな

らない農民世帯の女性や子供の労働に対する評価が

1860年代から変わってきた。ビハール，ウッタルプ

ラデシュでは主作の収穫終了後， 11月～1月に始ま

るベンガル農村へ向けての農業季節出稼が女性労働

強化に拍車をかけた。村に残された女性労働は，コ

メの脱穀 ・調整，農産物販売，薪炭を含む森林産物

の採集・販売などの農業関連の生業も含め多様化し，

労働は強化されたが，報酬もその評価も低下した。

家計維持の重要性にもかかわらず，男性賃金収入に

対し補充的，マージナルなものと捉えられた。黎耕

は男子，除草は女性というように農作業におけるジ

ェンダーの差異化も進む。男性の出稼で女性が残り，

また多様な場面で働くことで男子との接触機会が増

えたことは，逆に男女の接触を制限したパルダ制の

広がりに関連していく 。

一方，土地や資産を持つ者によって「女性は家

庭」およびジェンダーの差異化という新しい規範が

採用されていった。また19世紀後半においてベンガ

ルのエリートは，ナショナリズムという言説の基底

として，家庭という領域に新たに構成した伝統の概

念を据えた。家庭的であることは，女性に体現され

るのである。社会改良主義者たちは，理想の主婦，

理想の母像を掲げた。

女性労働の価値低下により，未婚女性を長く世帯

に留める意味が希薄化され，さらに女性の扶養は家

計負担の増加と見なされ， 19世紀末頃から幼児婚や

望ましい職業や上位カーストの相手に嫁がせる場合

のダウリ（持参財，婚資）の普及を促進したと捉え

られている。また，女性労働の価値低下が， 20世紀

初頭のベンガルにおけるダウリの広まり，寡婦再婚

に対する制限強化，パルダ制や幼児婚の普及などの

きわめて重要な社会変化を説明する鍵であることが

指摘されている。

書評

第 3 章—以上がジュート工業女性労働を理解す

る経済的前提である。ジュート工場には原料から製

品までの全ての工程が存在するが， 19世紀末頃から

ある工程に限って女性労働者を雇用する方針に転換

した。女性労働者は未熟練であることと家庭におけ

る役割を理由に低賃金部門へ配置換えし，雇用調整

では解雇した。こうした女性労働の管理は，手仕事

などの反復作業は女性の家事技能に関連させ，機械

による紡績や紡織などは男子独特の技能に関連させ

る，当時広まっていたジェンダーについてのイデオ

ロギィに結びつけて正当化された。

「女性は家庭」の概念は，女性労働が必要な場合

には家計補助の強調，労働力を削減する時には家事

や育児の重要性の強調と，恣意的に用いられた。低

賃金と劣悪な労働条件が正当化され，ジュート工業

における女性労働は付随的な位置づけとなったが，

男性出稼労賃をますます引き下げる機能を持った。

女性の深夜労働禁止，労働時間制限 (1日11時間ま

で）などを決めたベンガル小卜1初の工場法は1881年に

成立したが，不合法化された就業のために監督

(sardar)などへの賄賂が必要となり，女性，年

少労働者の労働条件はより劣悪化した。1930年代の

恐慌期で経営危機に直面すると，低賃金創出機構で

あった女性労働者は，機械化や男子によって置き換

えられ，残った女性労働者に対しては入念な労務管

理により労働が強化された。

作業工程の性差別化は，女性労働に対する社会的，

文化的態度に影響を与え，また都市に住む女性の地

位も引き下げるという結果をともなった。劣悪な労

働条件と低賃金という状況は，女性は家事労働とい

うイデオロギィと結びつき，女性が家庭に留まる傾

向を強めた。これはパルダ制の広がりと関連し，ジ

ュート工場での女性の低賃金は，家事に専念するこ

とが可能である経済力を持つ世帯に嫁がせるために

ダウリを普及させる背景になったと指摘されている。

第4章―第1次大戦後の1920年代， 30年代には

ILOの活動により労働条件一般は改善され，女性

労働者，特に貧しい女性の出産と育児が健全な労働

者家族の再生産と関連させて社会の特別な関心を集

めるようになった。「母であること」 (motherhood)
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の観点から，政府は女性労働者である母親と幼児の

高い死亡率を問題とする一方，工場はすでにイギリ

スで関心を集めていた育児の方法 (mathercraf)

に焦点を当てた。母性は学びとる技能であると規定

することにより，高い死亡率の原因は，貧しい女性

の責任にされた。貧しい女性労働者は無知で教養も

なく，よい母親にはなれず，生まれてくる子供の生

命は母親の工場労働によって危険に曝され，粗雑な

腕前の産婆により死亡や病気が引き起こされること

になるというのである。工場主ば州政府の助けを借

りて，安上がりな出産手当や他の厚生政策に代わる

便法として，診療所の開設や赤ちゃんコンクールを

導入した。こうした厚生政策は， 一方ではミドルク

ラス女性の医療関係者などによる貧しい女性の生存

に対する影響力を増大させ，他方では，工場主によ

る女性労働の管理強化につながり，不況の1930年代

には解雇の口実として効果的に利用された。出産手

当法は，ベンガル小11ではジュート資本の利益が重視

され， 1929年ボンベイ小卜1での最初の成立からは大幅

に遅れ，ジュート工業の停滞で生産調整が不可避に

なって初めて， 1939年に成立した。

第5章― 1920年代の急速な都市化を背景に，労

働者居住区における疾病，犯罪，売春（低賃金の補

完）が増え，これについてのミドルクラスによる言

説が急激に増えた。工場労働者の貧困や生活の乱れ

は，単身男性中心の出稼，急速な都市化と工業化，

男女役割分担の崩壊などによるとされた。

他方， ミドルクラス（郷紳， bhadralok)は，社

会的地位の誇示のために19世紀末には独自な生活ス

タイルを確立した。女性は家にいて，教養を身につ

け，家庭の役割を果たすことが期待された。こうし

て，家庭外での女性の活動はいかなるものでも，低

賃金の補完として売春する「不道徳」な，貧しいエ

場労働者のそれと同一視される傾向が強まった。官

僚とミドルクラスの発表する文章では，貧民ば性的

に乱雑であるとし，バラモンの規範である神聖な結

婚と，低カーストの間に広まっている離婚，再婚，

「一時婚」 (temporarymarriage)，寡婦再婚とが

鮮明に区別され，後者は不法行為，逸脱とされた。

ジュート工業女性労働者の貧困に対する社会の関心

は，彼女たちの性的な乱雑さを強調することにより

ミドルクラスの価値規範である「女性の家庭的役

割」を強化する結果となった。

植民地政府は都市貧民の多様な性的関係と婚姻関

係を「一時婚」と一括し，カルカッタ労慟者に特有

な不道徳な行為と決めつけた。これらの不道徳な行

為に対しての法的規制すなわち，結婚についてのバ

ラモンのいくつかの規範に植民地法制を与え，低カ

ースト貧民を規制する目的で「一時婚」の女性に対

して，「妻」としての法律上の地位を否定した。し

かし同法律は，女性労働者は貧しく孤立しているが

ゆえに性的関係と引き替えに男子に依存するという

事実を無視した結果，男女の関係を一層不安定化さ

せた。暴力や収奪を行う男性から逃れるために女性

は法律に訴え，「夫」にとっては，女性労働と性

(sexuality)に対しての支配権を確立することが法

的に不可能となった。

第6章―ジュート労働者を事例として， 1920年

代， 30年代のジェンダーと階級の相互作用の問題を

扱う。女性労働者は少数となったが，従順ではなく，

労働争議への参加は組織的ではないが活発であった。

ストライキの成功には女性労働者の参加が不可欠で，

労働組合は女性を動員するためにミドルクラスの女

性を雇用したり，労働運動のリーダーになるミドル

クラス女性の活動家が現れた。しかし，労働組合は，

女性労働がジェンダーによる差別化を受けているこ

とに対し，明確な問題提起をしなかった。その結果，

男性労賃が上がっても，不熟練工である女性の労賃

は低いままであり， 1930年代の機械化がこれに拍車

をかけた。

また，女性労働者にとって，家庭に対する責任に

は労賃所得が含まれるので，賃労働と「女性の家庭

的役割」 (familyrole) との対立は意識されなかっ

た。しかし，女性は家庭を守る (domestic) とい

うエリート階層の考えが，政府と企業の政策を通し

て，次第に影響を強め，働く女性はこうした考えに

対抗し，階級的および性的抑圧と戦わなければなら

なかった。1920年代， 30年代，女性労働者がストラ

ィキ中に工場側と警察とに対し激しい争議を展開す

ることは評判となった。しかし，ジェンダー問題を
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訴える争議での戦闘性は，エリート指導の労働組合

運動の組織のあり方とは無縁で，男子労働者の援助

やコミニティでの女性の自尊心や体面の保持への意

志から生まれたもので，当該期における女性の限定

を突き崩せなかった。経済階層とカーストのヒエラ

ルキーを持つ社会で，労働運動の高揚にもかかわら

ず弱い部分を切り捨てる構造は不変であった。

II 論点とコメント

以上の要約で示されるように， 19世紀後半からの

労働者の移動の 3つの流れは，植民地ベンガルでの

工業化と小農民経営の変容による賃労働者の形成過

程の特質を示すと言える。国民経済という大枠の中

で，小農民経営における女性労働の変容が具体的に

描かれている。農業部門と関連させて家計補助的な

男性単身出稼の構造を明らかにし，工場における女

性労働はかかる男性の低賃金を支え，かつその低賃

金構造を補完していることが明らかにされる。社会

経済史の実証的な分析（第 1,2, 3章）により，

ジェンダー問題がきわめて具体的，明瞭に提示され

ている。

商業，移民，労働，教育，総務，公衆衛生，司法，

政治， 警察，農業などの各分野の行政資料を網羅的

に収集した成果は，第2章の農業関連の女性雑業の

描写や，第3章におけるジュート工業の女性労働者

の具体的把握に遺憾なく発揮されている。ジェンダ

ーに焦点をあてた第 4,5, 6章では，イギリスと

インド両国で収集した公文書，商工会議所年次報告

書，ジュート工場の経営資料，新聞，雑誌，小説，

伝記にインタビューで得た知見を加えることにより，

経済的，社会的に底辺で暮らすベンガル女性を社会

経済史と関連させてヴィヴィッドに把握することに

成功している。

文書史料の斬新的な利用と，明晰な問題意識に貫

かれた本書は，ベンガル近代史では豊富な研究蓄積

を持つ経済史や1980年代初頭から注目されてきたサ

バルタン研究と多くの論点を共有している。サバル

タン研究は，民衆史，社会史において多くの成果を

生み出してきたが，ジェンダーに対する関心が手薄

であり L粟谷 1999, 216]，また実証的な歴史研究

との接点も希薄である［グハ他 1998, 354] とさ

れる。本書はこうした点を克服する具体的方法を提

示した研究と評価できる。

さらに，近代のアジア諸国を比較史的に検討する

という課題 [Robb,Sugihara and Yanagisawa 

1996;隅谷 1976, 88-98]に対して，ベンガルの

事例分析であるが， 賃労働成立過程と労働市場の構

造におけるインドと日本の特質を一層明瞭にする分

析内容を有している。ジュート工業では女性労働者

が少ないとする著者による指摘は，植民地本国の資

本が進めた工業化と農民層分解の特性と関連する。

大土地所有者を機軸とする土地政策により生み出さ

れた貧農，土地なし層の存在，工業部門における狭

陰な労働市場，大土地所有者，植民地官僚機構，貿

易商人を主な住民とする急速に肥大化した植民地都

市の形成が，労働市場の性格を規定した。男性単身

出稼型労働供給が永続化・固定化しているのである。

また，新しい研究が生まれている，開発と女性

(WID)や，ジェンダーの分野における比較史的な

検討についても本研究が示唆する点は多く，議論に

幅広い視野を与えると考えられる。

しかし，カーストやジェンダーに関するベンガル

社会改革の課題であるダウリ，幼児婚，パルダ制，

寡婦の再婚問題などを「ジュート経済」変動，すな

わち女性労働の価値の低下と関連させる経済的要因

重視の説明には， 一面的で分かりにくい点があると

思われる。また，第2章ではナショナリズムの高揚

を背景にミドルクラスの間に普及した「女性は家

庭」イデオロギィが論じられていて (pp.56-60),

璽要で興味深い課題であるが，本書全体の論旨の展

開で見れば説明が不足している。これらの解明は女

性が自立するための課題でもある。しかし，サバル

タン研究が示すようにインド近代史の近年の成果は

幅広い関心を集めている。インド近代史を豊富にし

た本研究の意義はこの点でも注目される。

（注 1) 1936年， ILOが開催した繊維工業におけ

る社会状態の改善 を討議する会議用資料 LILO

1936]。
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